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❶
第
３
次
総
合
計
画
策
定

後
６
年
が
経
過
し
た
。
進
捗

状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
23

年
度
の
見
直
し
結
果
は
。
ま

た
、27
年
度
達
成
見
通
し
は
。

　

総
務
部
長　

総
合
計
画
に

掲
げ
た
32
年
度
に
向
け
、
人

口
フ
レ
ー
ム
８
万
人
の
目
標

達
成
に
概
ね
順
調
に
進
捗
し

て
い
る
が
、
今
後
27
年
度
の

目
標
に
向
け
基
本
計
画
に
従

い
着
実
に
事
業
を
進
め
る
。

　

市
長　

５
年
間
の
経
過
を

整
理
し
た
上
で
、
23
年
度
に

は
見
直
し
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
は
必

要
で
、
世
の
中
の
状
況
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
い
く
。

　

❷
市
長
は
今
後
ど
の
よ
う

な
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

四
季
の
移
り
を
実

感
で
き
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
中
に
も
都
市
的
な
機

能
を
有
し
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ

ず
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
「
住
ん
で
良
か
っ

た
」、「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
え
る
「
ふ
る
さ
と
京
田

辺
」
を
目
指
し
、
南
部
拠
点

整
備
・
山
手
幹
線
の
南
進
・

新
名
神
高
速
道
路
な
ど
都
市

基
盤
整
備
が
進
む
こ
と
か
ら

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か

し
た
自
然
と
調
和
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

❸
人
口
フ
レ
ー
ム
８
万
人

想
定
を
将
来
人
口
10
万
人
目

標
を
提
案
す
る
。
市
内
の
駅

周
辺
の
土
地
活
用
を
生
か
す

た
め
法
的
縛
り
を
緩
和
し
、

市
街
化
整
備
の
拡
大
を
図
る

と
共
に
持
続
的
な
成
長
と
自

立
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
求
め
る
。

　

建
設
部
長　

駅
周
辺
の
活

用
提
案
で
あ
る
が
、
総
計
の

８
万
人
と
い
う
設
定
の
人
口

フ
レ
ー
ム
の
中
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
駅
周
辺

の
土
地
利
用
の
思
い
は
あ
る

が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
総

合
計
画
の
目
標
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

❹
JR
松
井
山
手
駅
周
辺
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

　

建
設
部
長　

駅
周
辺
で
は

新
た
な
商
業
施
設
と
大
型
店

舗
の
出
店
計
画
が
あ
り
、
山

手
西
・
山
手
東
地
区
に
あ
る

低
層
一
般
住
宅
の
協
議
が
進

ん
で
い
る
。
良
好
な
住
環
境

と
、
駅
周
辺
の
人
の
に
ぎ
わ

い
が
確
保
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

駅周辺に広がる農地
　　　　　（新田辺西住宅地区北側を望む）
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田 

　
博   
議
員
（ 

一
新
会
）

　

❶
小
学
校
給
食
の
民
間
委

託
は
財
政
効
果
が
あ
る
の
か

ど
う
か
疑
問
だ
。
平
成
25
年

度
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　

教
育
部
長　

財
政
的
効
果

が
あ
っ
た
。
本
年
度
で
委
託

契
約
が
切
れ
る
三
山
木
・
大

住
の
二
小
学
校
に
つ
い
て
改

め
て
評
価
を
行
い
、
仕
様
書

の
点
検
や
変
更
の
必
要
性
な

ど
を
検
討
し
た
上
で
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
委
託

業
者
を
決
定
し
３
年
間
の
契

約
を
締
結
し
た
い
。

　

❷
市
立
幼
稚
園
の
入
園
者

数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期

待
し
て
い
る
か
、
延
長
保
育

の
拡
充
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

　

教
育
部
長　

園
児
数
は
全

体
と
し
て
減
少
し
、
今
後
も

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
市
立

幼
稚
園
の
特
性
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

編
成
と
と
も
に
、
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
の
施
策
の
拡

充
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
延
長
保
育
の
拡
充
も
検

討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

❸
今
夏
の
市
の
節
電
の
取

り
組
み
状
況
と
効
果
は
。
ま

た
、
節
電
す
る
こ
と
は
発
電

と
同
じ
だ
。
照
明
器
具
の
変

更
、
冷
蔵
庫
の
取
替
え
な
ど

今
後
の
節
電
の
取
り
組
み
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

庁
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
立
ち

上
げ
、
蛍
光
灯
の
間
引
き
や

庁
舎
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の
取
り

組
み
拡
大
を
実
施
し
た
。
市

役
所
庁
舎
で
は
７
月
の
電
気

使
用
料
を
22
年
比
21
％
削
減

で
き
た
。

　

総
務
部
長　

省
電
力
機
器

の
導
入
に
つ
い
て
は
今
後
十

分
考
え
て
い
き
た
い
。

　

❹
大
飯
原
発
な
ど
若
狭
湾

沿
岸
に
は
14
基
の
原
発
施
設

が
あ
り
、
本
市
は
約
80
㎞
の

位
置
に
あ
る
。
原
発
事
故
発

生
時
の
市
の
対
応
策
は
、
ま

た
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
、
服
用

な
ど
の
考
え
は
。

　

危
機
管
理
監　

放
射
性
物

質
の
降
下
の
恐
れ
の
あ
る
場

合
に
は
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
避
難
所
設
置
、
除
染
な

ど
の
対
策
を
と
る
と
市
の
防

災
計
画
に
定
め
た
。
ヨ
ウ
素

剤
の
備
蓄
は
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。
府
地
域
防

災
計
画
の
考
え
方
や
進
捗
状

況
を
注
視
し
対
応
し
て
い
く
。

　
米 

澤 

修 

司  

議
員
（ 

民
主
党 

）
大飯原発からの距離を示した地図

　

❶
府
道
か
ら
市
道
に
移
管

さ
れ
る
富
野
荘
八
幡
線
の
地

元
区
か
ら
の
要
望
事
項
の
進

捗
状
況
は
。

　

建
設
部
長　

通
学
路
や
一

般
道
と
し
て
の
安
全
対
策
と

し
て
、道
路
拡
幅
、側
溝
の
ふ

た
、
道
路
標
示
等
が
完
成
。

松
井
か
ら
西
八
へ
の
通
学
路

整
備
、
岡
村
地
域
内
道
路
の

グ
リ
ー
ン
塗
装
も
平
成
24
年

度
内
で
終
了
。

　

❷
新
名
神
着
工
に
伴
う
諸

課
題
の
う
ち
、
㋐
防
賀
川
下

流
域
三
川
合
流
地
点
で
の
拡

幅
計
画
と
上
流
で
の
し
ゅ
ん

せ
つ
な
ど
の
整
備
は
。
㋑
松

井
地
域
の
農
業
用
水
で
あ
る

今
池
の
代
替
え
対
策
は
。

　

建
設
部
長　

㋐
府
に
お
い

て
、
23
年
度
に
引
き
続
き
虚

空
蔵
谷
川
合
流
部
ま
で
は
整

備
予
定
。
そ
の
上
流
部
は
、

新
名
神
の
建
設
を
視
野
に
入

れ
整
備
。
上
流
域
の
し
ゅ
ん

せ
つ
は
、
適
時
対
応
。
㋑
今

池
の
用
水
機
能
を
確
保
す
る

た
め
に
、
ネ
ク
ス
コ
と
鋭
意

協
議
中
。

　

❸
小
中
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
問
題
対
策
の
う
ち
、
教

育
長
の
基
本
認
識
と
、
市
の

対
応
は
。

　

教
育
長　

い
じ
め
は
、
学

習
権
、
人
権
、
生
存
権
ま
で

も
侵
害
す
る
決
し
て
許
さ
れ

な
い
こ
と
。
起
こ
り
う
る
こ

と
と
認
識
し
、
い
じ
め
の
無

い
環
境
づ
く
り
に
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関

と
の
連
携
で
取
り
組
む
。　

　

❹
芸
術
文
化
行
政
の
推
進

の
う
ち
㋐
文
化
ホ
ー
ル
建
設

の
１
年
間
の
検
討
結
果
は
、

何
も
し
て
い
な
い
の
で
は
。

市
長
の
思
い
は
。
㋑
「
京
田

辺
市
の
歌
」
の
普
及
促
進
策

は
。

　

市
長　

㋐
市
民
の
要
望
も

多
く
、
何
も
し
な
い
と
い
う

表
現
は
し
て
い
な
い
。
い
つ

や
る
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

件
を
勘
案
す
る
中
で
、
総
合

的
に
判
断
し
た
い
。

　
教
育
部
長　

㋐
ホ
ー
ル
機

能
を
含
め
た
文
化
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
、
社
会
教
育

委
員
の
意
見
も
求
め
る
と
と

も
に
、
公
共
施
設
整
備
等
庁

内
検
討
会
議
で
検
討
中
。

　

市
民
部
長　

㋑
市
の
式
典

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
。

Ｃ
Ｄ
や
楽
譜
を
自
治
会
、
学

校
な
ど
に
も
配
布
し
て
普
及

中
。

　
岡 

本 

茂 

樹 

議
員
（ 

一
新
会 

）

　　新名神道の建設準備が進む今池周辺（松井地区）

　

❶
八
幡
市
飛
地
開
発
の
現

行
案
は
、
山
手
南
地
区
の
生

活
道
路
で
あ
る
ボ
ン
エ
ル
フ

（
オ
ラ
ン
ダ
語
で
生
活
の
庭

の
意
）
道
路
に
接
続
す
る
も

の
で
あ
る
。
5
0
0
戸
余

り
の
大
団
地
の
接
続
と
し
て

は
、
不
適
切
で
あ
る
。
事
業

者
に
、
準
幹
線
に
直
接
接
続

す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
だ
。

　

建
設
部
長　

準
幹
線
へ
の

接
続
は
、
用
地
確
保
の
点
か

ら
困
難
と
確
認
し
た
。
本
市

と
し
て
は
、
安
全
対
策
・
環

境
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
地

元
意
見
を
十
分
把
握
し
、
八

幡
市
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

❷
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

対
策
と
し
て
、
民
生
委
員
や

地
域
の
見
守
り
に
加
え
、
民

間
事
業
者
と
の
連
携
、
Ｉ
Ｔ

の
活
用
を
図
っ
て
い
く
べ
き
。

　

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、

消
防
へ
緊
急
に
通
報
す
る
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

4
8
5
世
帯
で
利
用
さ
れ

て
お
り
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
ボ

タ
ン
や
電
話
機
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
消
防
に
通
報
さ
れ
救

急
車
が
出
動
す
る
。
神
戸
市

な
ど
で
行
っ
て
い
る
電
気
や

水
道
事
業
者
と
の
協
定
は
、

今
後
の
研
究
課
題
。

　

❸
介
護
給
付
費
の
不
正
受

給
が
発
覚
し
、
本
市
で
も
被

害
が
出
た
。原
因
と
対
策
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

移
動
支

援
事
業
で
90
万
円
程
度
の
不

正
請
求
が
あ
っ
た
。
府
と
連

携
し
て
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　

❹
自
殺
防
止
対
策
と
し
て

電
話
相
談
と
い
う
サ
ポ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
市
全
体
の
経

済
活
性
化
、
芸
術
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　

市
長　

心
を
豊
か
に
持
つ

こ
と
が
第
一
。
私
も
２
期
目

の
５
つ
の
プ
ラ
ン
の
中
で
、

地
域
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　

❺
留
守
家
庭
児
童
会
の
夏

休
み
高
学
年
受
け
入
れ
の
評

価
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　

教
育
部
長　

松
井
ケ
丘
で

は
６
名
受
入
れ
し
、
低
学
年

と
の
混
合
ク
ラ
ス
で
実
施

し
、
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成

で
課
題
が
残
っ
た
。
大
住
で

は
５
名
で
低
学
年
と
分
け
た

編
成
に
よ
り
、
問
題
な
く
運

営
で
き
た
。
今
後
は
長
期
の

高
学
年
対
象
の
指
導
員
確
保

が
課
題
で
、
通
年
受
け
入
れ

は
、慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　 

鈴 

木 

康 

夫  

議
員
（ 

一
新
会 

）

思
い
あ
る
が
総
計
を
目
標

将
来
人
口
10
万
人
設
定
を

問
答

駅
周
辺

土
地
利
用

市の原発事故対策は

ヨウ素剤備蓄は府を注視答

問

新名神工事で今池用水は

でネクスコと協議答

問

用水
確保

飛
地
開
発
の
道
路
接
続
は

準
幹
線
へ
の
接
続
は
困
難

問

答

八幡飛地開発との接続が計画されている
　　　　　ボンエルフ道路（山手南地区）


